
なかなかの話し合いぶり ～第１回児童総会～
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本年度第１回児童総会が，３年生から６年生までの児童が参加して５月２８日（水）の

３・４校時帯に体育館において行われました。議事の進行，議案の提案，討論等において

学年に応じた参加意識，言語表現が見られ，充実した児童総会が展開されました。

この充実の大きな要因の一つは，総会までの準備がきちんとなされていたからであると

思います。中心となる６年生は，修学旅行への取り組みやその修学旅行を終えたばかりの

忙しい時期でしたが，総会の何日か前には児童会本部から議案書が各クラスに下ろされ，

クラス討議の時間を持つことができました。質問事項等も事前に本部や委員会に通告され，

本部や委員会がその回答について十分検討してこの児童総会に臨んだことが話し合いの様

子からうかがえました。

各クラスの代表による質問も，このような話し合いでよく見られる，提案文書の表現の

揚げ足を取るようなものではなく，内容にかかわるものがほとんどでした。また賛成意見

や修正意見を述べる場合も理由が明確であり，答弁する側も説得力のある答弁を行ってい

ました。

児童会本部が提案し総会での話し合いを経て決定された「活動テーマ」は，明快で価値

あるものであり，それを具現化する「活動方針」も具体的な取り組みが示されたなかなか

のものだと思いますので，ここに紹介します。（総会資料の表現を一部変えてあります）

【活動テーマ】
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人がかがやくときは，一生けん命がんばっている時や，人のことを思いやり，親切

な行動をしている時だと思います。敷小の児童がたくさんかがやいているのが私たち

の目指す学校です。そこでかがやきをテーマに４つの内容に取り組みます。

か がやけあいさつ ※４つの柱のかしら文字は 「かがやき」です。

が っこうみんなでなかよく

や さしい心を広げよう

き れいな学校

【活動方針】

１ かがやけあいさつ

(1)あいさつの運動
・本部役員が毎週水曜日にあいさつレンジャーになり玄関前であいさつを呼びかけ

学校だより
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ます。

(2)｢あいさつカード｣の配付，
・あいさつができたらあいさつカードにしるしをつけ多くの人にあいさつができる

ようにします。

２ がっこうみんなでなかよく

(1)ファミリータイムの活用
・木曜日の｢泉の時間｣（授業前活動の時間）に各ファミリー班（1 年生から 6 年生
までの縦割班）ごとにドッジボール，缶けり，だるまさんがころんだ，おにごっ

こなどの遊びを週ごとにローテーションしながら行います。

(2)児童集会
・ファミリー班を中心に全校で遊びます。（6 ／ 27実施予定）

(3)ちびっこ祭り
・ファミリー班ごとにお店をつくり，そのお店まわりをして楽しみます。（11 ／ 14
実施予定）

３ やさしい心を広げよう

(1)回収活動
・私たちが多くの人に助けられて生活をしていることを考え，｢私たちにできるこ

と｣として，プルタブ・古切手・ベルマーク・書き損じはがきなどの回収を行い，

一人一人の「やさしい心｣を育てます。

(2)ふれあい集会
・いつも私たちの登下校の見守りをしてくださっている地域のパトロールの人たち

をお招きし，｢ありがとう｣を伝える集会を開きます。（10 ／ 29 実施予定）
４ きれいな学校

(1)敷小クリーン作戦
・夏休み前と運動会前に全校児童でゴミ拾いと石拾いを行います。

(2)牛乳パックわりばし集め
・捨てればゴミになる牛乳パックやわりばしを毎月１回集め，再利用に生かします。

・回収のまとめ作業は児童会の環境委員会が中心になって行い，ＰＴＡ役員さんに

もお手伝いしていただきます。

～第１回ファミリー活動～

児童会の活動方針の一つ「がっこうみんななかよく」を目指す活動として，第１回ファ

ミリー活動が早速６月４日（木）の「泉の時間」（授業前の約２０分間）に行われました。

ファミリー班は， 1 年生から６年生までの児童で組織された縦割り班で，全部で１４班
あります。今回の活動では，班数に応じた１４のゲームや遊びを用意し，班ごとに活動し

ました。ドッジボール，缶蹴り，だるまさんが転んだ，

長縄跳び，障害物リレーなど，遊びやゲームの内容は

多彩です。それぞれの班では，６年生が中心となって

活動を進め，１年生から６年生までが元気に和気藹々

（わきあいあい）と，しかも本気で活動していました。

そこには，正に「がっこうみんなでなかよく」の姿が

現出していました。缶蹴り，しっぽとり（腰の後ろに

つるした３０ cm 位のナイロンテイプを鬼が追いかけ
て奪うゲーム）などは，見ていた私自身がその遊びに

加わって飛び回りたくなりました。

次回は遊びをローテーションして行います。


